
3．　日本海東縁部の地震一北海道南西沖地震と日本海中部地震

　日本海北部東縁部では，Ｍ7.7の日本海中部地震が1983年に，そして約10年後の1993年にはそ

の北側でＭ7.8の北海道南西沖地震が発生した。太平洋側に較べて地震活動度が著しく低い日本

海側で，このような大地震が比較的短期間に続発した事実は，広域応力場の現在の状況を示すも

のとして，特筆すべきことである。ここでは，各種の調査・解析が継続中ではあるが，これまで

に得られた北海道南西沖地震の特徴を，日本海中部地震と対比させて概観する。

①　地震の概要

　　1993年7月12日，北海道南西沖にＭ7.8の地震が発生し，奥尻島をはじめ日本海沿岸の各地

　に津波による甚大な被害をもたらした（図Ⅱ－3－1）。1980年から1993年9月末までの地震

　活動が図Ⅱ－3－2に示されている。北海道南西沖地震と日本海中部地震の余震域は南北に並

　ぶものの，その間には空白域が残っており，渡島大島がそこに位置している。日本海中部地震

　の余震域の形状は「逆くの字型」と称せられたが，今回の地震は概略「くの字型」である。こ

　の余震分布の形状は，2,000～3,000mの等水深線の形状に類似しているようにみえる。本震の

　発震機構はどちらも逆断層型であるが，日本海中部地震の場合には東に傾斜したP波節平面が

　低角であるのに対し，今回の場合には西に傾斜した面の方が低角である（図Ⅱ－3－4）。波

　源域が近く，日本海沿岸への第1波の到達が早かったことが津波の被害を大きくした。とくに

　北海道南西沖地震の場合には，奥尻島は波源域にほぼ含まれており（図Ⅱ－3－5），今後の

　防災対策に課題を提起した。

②　前後の地震活動

　　図Ⅱ－3－9は，日本海中部地震前後の地震活動の推移である。この地震の場合には，本震

　発生の12日前の5月14日夜，Ｍ5.0の地震とそれに続く顕著な地震活動があった。これらの地

　震の震源は，来るべき本震の震源ごく近傍に決定されている。この活動はいったん静穏化した

　が，26日の正午前に微小地震が発生し，約1分後の本震につながった。同図の（B），（C）に認

　められるように，余震分布は久六島付近でくびれているが，本震の破壊はこの付近で10秒程度

　休止した後，北へ拡大した。鉛直断面に投影した余震の震源は，東に低角で傾斜した面に乗る

　ようにみえることから，この地震は新生プレート境界における低角逆断層運動であり，日本海

　側のプレートが日本列島の下に沈み込み始めていることを示す，という解釈も出されている。

　最大余震（Ｍ7.1）は余震域の北端で約1ヶ月後に発生した。図Ⅱ－3－9（F）にその余震のか

　たまりがみえる。この最大余震の破壊が渡島大島に達しているとは考えられないが，地震活動

　は直線状に北に延びて渡島大島付近で止まっている。その他の特記すべき先行的地震活動とし

　て，1）1964年5月にＭ6.9，同年11月にはＭ6.3の秋田県沖の地震が本震の震源近傍で発生し

　ていること，2）1978年9月から1年半近くにわたって青森県岩崎村付近で群発地震活動があ

　ったこと，3）本震の震源域は1978年頃から第2種空白域を形成していたと考えられること

　　（Mogi，1985；Mogi，1990），があげられる。また，日本海中部地震と時期的には関連して，

　地震活動が広域にわたって変化したこともよく知られている。とくに，東北地方のやや深発地
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震活動が1978年頃から活発化したが1987年頃から逆に静穏化した（第1部，図Ⅰ－7－9参照）。

図Ⅱ－3－2から読み取れるように，日本海中部地震の余震活動は，1986年の後半あたりで急

減した。

　図Ⅱ－3－10，11は1993年北海道南西沖地震の余震分布である。本震の約1ヶ月後の8月8

日に起こったM6．3が最大の地震（最大余震とも呼ばれる）で，その震央は余震域東南端から

さらに30㎞ほど東に飛び離れている。図Ⅱ－3－11の余震の深さ分布から，総体的にみて，

北で深く南で浅いことと西に低角で傾斜した震源面が認められる。しかし，領域D，E，Fでは

これと共役な面が，そして領域Hでは東に傾斜した面だけが読み取れ，きわめて複雑である。

いずれにしても，日本海中部地震の場合と違って，東へ傾斜した面上での低角逆断層運動であ

ると解釈することはできない。．図Ⅱ－3－12は，余震域の南端近傍で発生した群れをなす地震

活動の時空間分布であり，地震群aは前述のいわゆる最大余震とその余震活動である。このよ

うに，aの活動から始まってb，c，d，と次第に渡島大島に近づき，最後のeは渡島大島の南南

西で発生した。日本海中部地震の場合も，地震活動が渡島大島に向かうように移動したが，類

似の現象が今回もみられた。本震の震源域ごく近傍に位置している奥尻島で，7月下旬頃から

活発な浅い地震活動が観測された。図Ⅱ－3－13にみるように，この活動も空間的に3つのク

ラスターに分けられるが，とくにBの活動は時間的にも密集して発生している。北海道南西沖

地震の場合には，顕著な前震活動は検出されていないが，後述するように，1965年以来M5

以上の地震はこの震源域で発生していなかった。

③　地殻変動

　　図Ⅱ－3－14，15は日本海中部地震前後の上下変動である。1978年秋に始まった岩崎村周辺

　の群発地震活動に関連すると考えられる同地域の隆起は，日本海中部地震後には消滅したよう

　にみえる（図Ⅱ－3－14）。地震発生前に指摘されていた男鹿半島の隆起もまた，地震後には

　沈降に変わっている（図Ⅱ－3－15）。深浦と男鹿の験潮記録にも同じ傾向が認められる（図

　Ⅱ－3ー16）。さらにまた，図Ⅱ－3－17にまとめてあるように，男鹿および仁別観測点の石

　英管伸縮計，水管傾斜計は，地震発生前後に顕著なトレンド変化を記録している。なお，地震

　発生時点をはさんだ，［1988～1991］一［1981～1982］の水平歪では，男鹿半島付近を中心に，

　西北西一東南東の10ppm近い伸びが検出されている（図Ⅰ－2－2）。

　　図Ⅱ一3－18は，北海道南西沖地震の発生時点をはさんだ上下変動の分布である。ほぼ全域

　が隆起となっているが，震源域に近いところではむしろゼロに近い。北海道日本海沿岸の験潮

　記録によると，震源域にもっとも近い江差において，最近の約10年間沈降が続いていた（図Ⅱ

　 3－19）ものの，コサイスミックには有意な変動が認められない（図Ⅱ－3－20）。しかし，

　震源域の直上に近い奥尻島は明らかに沈降した。各種の調査結果が図Ⅱ－3－21から図Ⅱ－3

　－24に示してある。調査手法により若干の差異はあるが，沈降量は島の南南西側で大きく，最

　大80ないし90cm程度に達し，北東側で小さく，20～30cmとなっている。奥尻島のこの沈降と

　南南西への傾動は，第四紀の隆起および南南東傾斜の変動（宮浦，1975）とは整合しない。奥

　尻島内および奥尻島と渡島半島間の辺長変化は図Ⅱ一3－25，26に示されているが，1回目の

　測量が明治ないし大正の初めであり，結果の解釈には注意が必要である。図Ⅱ一3－27はGPS
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観測の結果である。1993年6月と本震発生直後との間に，上ノ国の位置が西北西に23cm変位

した。図Ⅱ－3－28は，上ノ国を基準とした奥尻観測点の位置の時間変化を，本震発生後に

GPSで測定した結果である。たとえば，基線長変化については，7月下旬に伸びから縮みに変

わったが，この頃から奥尻島下の浅い地震活動が活発になった（図Ⅱ－3－13参照）。また，

奥尻島と上ノ国との中間地点でM6．3の地震が発生したのは8月8日であるが，この頃基線長

の縮みが止まった。さらに，9月末に伸びから縮みへの変化がみられるが，これも奥尻島の群

発地震活動が活発になった時期とほぽ一致している（図Ⅱ－3－13参照）。日本海中部地震と

北海道南西沖地震の震源域の海底地形が図Ⅱ－3－29，30に示してある。前述したように，余

震の震央分布の屈曲状況と海底地形との対応は顕著である。

　奥尻島のコサイスミックな沈降は，西側に低角で傾斜した節平面（図Ⅱ－3－4参照）を断

層面とし，かつこの断層が奥尻島より西側に位置するなら，説明可能である。しかし，前述の

ように，第四紀の変動とは矛盾する。顕著な先行的地殻変動が報告されていないことも含めて，

これらの断層運動・地殻変動の特徴は，日本海中部地震の場合ときわめて対照的であり，日本

海東縁がプレート境界であるとしても，そこでのダイナミクスは大変複雑である。

④　長期的にみた地震活動

　　北海道・東北から山陰に至る日本海沿岸地域の地震活動は，最近活発である。1983年には5

　月の日本海中部地震と約5ヶ月後の10月の鳥取県沿岸の地震（Ｍ6.2）があり，1993年になっ

　て2月の能登半島沖の地震（Ｍ6.6）の約5ヶ月後の7月に北海道南西沖地震が発生した。茂

　木（1994）によれば，この地域の地震活動は，活動期と静穏期によって，1935年以降5つの期

　間に分けられる（図Ⅱ－3一34，35）。新潟地震（Ｍ7.5）や秋田県沖の地震が発生した1964年

　を境にして，その後静穏期が約30年間続いたが，1983年の日本海中部地震で最近の活動期に入

　ったと考えられる。また，図Ⅱ－3－36，37にみるように，北海道南西沖の領域には，1960年

　以来M5以上の地震はまったく発生していなかった。このように，日本海沿岸地域の地震活動

　期に，30年以上の長期にわたって静穏であった領域で，北海道南西沖地震が発生した。その震

　源域は，1940年積丹半島沖地震（Ｍ7.5）と日本海中部地震の震源域の間をほぼ埋めるように，

　南北に延びている。

　　今後の地震予知にとって重要なことは；1）日本海中部地震の1983年に始まった最近の地震

　活動期は，北海道南西沖地震の1993年で終止符を打ち，静穏期に転じることになるのか，2）

　日本海東縁部で，積丹半島沖地震の北側領域と日本海中部地震の南側領域における地震発生の

　ポテンシャルをどのように評価するか，であろう。とくに南側は，新潟地震と日本海中部地震

　にはさまれた領域であり，1972年頃以降1993年前半までＭ5以上の地震が発生していないこと

　が図Ⅱ－3－36からも読み取れる。その近傍の「秋田県西部・山形県西北部」が特定観測地域

　に指定されていることもあり，当該地域における地震発生のポテンシャル評価が当面の大きな

　課題である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［平澤朋郎］
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被害状況（自治省消防庁調べ　1994年6月20日確定）
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　家屋全半壊1，024棟，一部破損5，490棟，火災192棟発生

　その他の各種施設，交通網，ライフライン等に被害。

図Ⅱ－3ー1　北海道南西沖地震と日本海中部地震の震度分布（気象庁による）

　　北海道南西沖地震にっいては，有感地震回数表と被害概況が下段に示されている。
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図Ⅱ－3－2　日本海中部地震前から北海道南西沖地震後までの地震活動（気象庁による）

　　左上図：1980年1月～1993年9月に発生したＭ3以上の地震の震央分布

　　右上図：南北方向に投影したこれらの地震の時空間分布

　　右下図：これらの地震のＭ－Ｔ図

　　左下図：M4．5以上の余震の震央分布と2,000～3,000mの等水深線
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図Ⅱ－3－8　　北海道南西沖地震に際して伊豆半島

　　伊東市の観測井で記録された水位と水温のコサ

　　イスミックな変化（東京大学理学部による）

　　EDY，HRNはどちらも伊東市内にある観測井で，

　　震央距離は約870kmである。水位波形は地震に

　　よる波動と考えられるが，その振幅の大きさが

　　注意される。



1
曽
oI

（A）

h＜60km
・・oOO

L38E

しトど

（D）

ON

ヨ9N

3目N

139巨 国旺

N＝72
旨
『

o

σ

5114　22129
4

旧5．O

＼
「

8

0

o．o

8

7

ま38E

二41鳳　　【3eE

（B）

83．5．1　　　　83．5．26　11＝58

BgE ［40E

4【N

4α望

39N

N＝781

ワ
へ

口
　
　
o

　　　Q

o　　o 乙
6 4

619　21：49

M6．1　　　　　　　0 o

o
「

o

o o
O　O　　o

⑰

6／9　22：03
o◆

M6．O
o

83．6．921：49－83．6．15

139E 国OE

N＝1622

　　　　0
　　　0

r
　 O　9

　象
　o

　　ナ

O
ゆ M6．1 レ

◎

も

4

0

Q q

o 　　　o硲魍9
Q

5／26　”：59

M7．7
　⑩
o

？Q◆

ユ41屍N　l38E

　（E）

41N

4〔N

酬

83．5．26　1喋＝59　－83．5．30

139E 140ξ

1亀N

4困

4CN

）
N＝506

へ
　　ワ

鋤 ム
£
　
　
　
　
o 4

謡

o

葛 「

8。
。め

招
o 働 o

o“

、
83，6．16　－　83．6．21　15＝24

（C）

3馴

ユ38E しヨ匪　　　　　　　　14旺　　　　　　　　し旧

N＝癒「』r

ヒ
　 9　　くρ

亀　識。

　Q　　　o

～
あ
　
　
『
ら
つ 磨

　ま　熱・
　　解・。
　　　プ覧。
。。・　　　聾

　　　q
o　伊　　o　　o

ボ 　㊥br
．
　

喝レ。
・
，
詑
　
。

∫o

　　　　L38E置41屍N

41N

4α刈

39N

しヨ9ξ 14α：

83．5．31　－83．6。921：48

Lヨ9E 14D∈

団靹

41N

39N

N＝1279

6／2藩　15：25

M7，辱

　　　　　o

O　Q

　　3
　　0

　0
乙

4
o　　　　　　　oe

o　　。

o

ぎ。

0

。q　O
A

O　o
δ

ぜ
o笹

0

8

、
83、6．21　15＝25　－　83．6，30

E41亀N

図Ⅱ－3－9　　1983年日本海中部地震（M7．7）の前震・余震活動（東北大学理学部による）

　　（Ａ）5月1日～5月26日11時58分，　（Ｂ）5月26日11時59分～5月30日，  （Ｃ）5月31日～6月9日21時48分

　　（Ｄ）6月9日21時49分～6月15日，　　（Ｅ）6月16日～6月21日15時24分，　　（Ｆ）6月21日15時25分～6月30日

4困

4C料

酬



43。

42。

ノ ／〆
Aftershock DistributionofOff SWHokkaido Earthquake

l　l1

！93／07／20・’93／12／31

　／
●

● 卑

　　　　　　O　　●　　　　　●　●

　o●噸●4。 “

● ●　　　　　　6ゆ
一
、
　
　 dめ。㌔ ／

i

梱
G

＼

　G

ρ　　Q

　　●
　　　o
　　り

　　　　　　　8

1＿、膨鞭
「’i一！λ．q

30
罫　●

・乳
　　　G’
　●

　●

　　ρ ／
異　　　皿’轡鮎　一

　　l　　　q
　．知　　　　1上・・

　（9．　　　　　　）●●

詳／σ
ミ’

　●
レ Gし

●

■

望．
● ＆

C
o♂

　　　　　　 三噸1

　●＿　　　　1一 一I
●

ぢ

　●Q

B
　
卜・　
／

o，甲

　　　●　●　●

　　　　暫

　　 』　　　　　　　o

　　匡・’
　　，●・・．，
　　1　　　　●
　　1晩　　●

』噸翠o
●
』
評

ザ
　
　
9
　
　
　
些

o
　〆

　　o

139し 14QO

●0，0－10。O（km）　●10．O－20．O　O20．O－40．0

93720000　　　9312312359　　　　　　　0，040．O　　　　　　　　　N需6827

　　　…　○O　O　O
　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　7

R．C．ε．P，’イoκκaノσoし’η’斌

図Ⅱ－3－10　北海道南西沖地震の余震の震央分布（北海道大学理学部による）

　奥尻島，島牧，江良，渡島大島の臨時観測点が稼働し始めた7月20日から12月31日までに観

　　測された地震のうち，震源決定の誤差5㎞以内，P波走時残差0.5s以内の地震がプロットさ

　　れている。なお，星印は本震の位置を示す。

一211一



o

∈一10

首

∈一20
器
o
　－30

o

∈一10

首

、ε．20

3
0
　－30

o

1　　　－o　　一　一

　●●o
O　　　　　　　　　　　　　l
9

1

皿

●
　
●
●
o

■　　●亀　o
o

　　●～●　9㌘
●
●

一

●　　●

撃

『

●
●

重∂　　　　　　　　●　

　φ　●
一

● ψ　　σ，
●　　　●　　●

＝　D
0
1

1　　　　　　　　　　　　1

D’一
1

一

　
　
●
●
●
●

周マ

ト

』

一 o 一

・o　　　　●
08

一　C C’』
1 1　　．　　　　　　　　　　1 1

0

∈一10

首

ε．20
器
o
　－30

0

∈一10

ご

£一20
号
o
　－30

E一噛O

首

£、20
器
Q

．30　　B

　、9驚　　　　o
　●　o●

　　　ヨ　　　　　
●　　●讐・

■

炉o

0

　　　言一1・

9、　　邑
9D。●　　　＝…≡　『20

　　　＄
　　　o

B’ 一30

O

E－10
首

£．20
器
o

一30　　A

、轍艇．

　●

・嚢

　一

A’

0

∈一10

こ

£一20
器
o
　－30

l　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　l

一●篭、・岱．．

一轍、ン・・●2
　・　、鮎’：』

　　●』　H

願
『
H

’『

：　l　l
　●、●

1
．
癖

簸1
』G　P　∴●・r一
　1　，一　，
一13』●泌』一
一一糠瀞・一

　　　　●一F’　　　し　　7、一
　1

二
、
謡
灘

爵1：

一E胃一『『ビ鼻『　一町

E
ヱ

．⊆

Ω．

Φ

o

0

一喋0

一20

一30

・
．
、
重
函

　鱒　5●

S 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　●　　　　　　　　’　　　陶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N

…　●　●●●

　　　　　　7
93720000　　　9312312359　　　　月．σ．εP．月0κka’dO　しノρ’V．

図Ⅱ－3－11　北海道南西沖地震の余震の深さ分布（北海道大学理学部による）

　　前図の震央分布にプロットされた地震の深さ分布で，分割領域および鉛直断面のとり方は前

　　図に示されている。なお，星印は本震の位置を示し，最下段の図は南北方向にとった鉛直断

　　面である。

一212一



（1）
449

43。

420

41。

138’

し／ O 〇一竃O卿1

十 10・20
（
　
　
1

◇ 20・40

十

・・ロロ日口日

o　　　　　　　　　　÷

　＋篤
塵＋

G
　
十

◇

1
　　　7
930801000

o
｛
司

臨 ζ
ノ

9311－02359

0，050．0

閥＝㈱

え
ノ

93
（2）

　◇　ぜ．翼

　ぴ　士6　【

　　8　　鶴。。
　　垂　　　　　　十

　　ドo

　　o　　　Ooム
　　・島1掴》

　　〇

　o

隠＼ ▲

○
▲

／

X 　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　b　　　　　　o　　　　。　o
o　　　　oo

犀

ト
ノ
、
く
！

X『

．　　。轡○諦も’・、．…　．　・　・
　　　　O　　　　O　　　　o　　　　　　　　　　o

…　　　C辱瞬触聯。。
　　　　　　　　d硲％。。・・。θ＆Q。⑩
　　　　　　　　噌曾曽亀
　　　　　　　　　o　　　　　　　　㌔
　　　　　　　　　o
O　　　　　　　　。　　。　　　　　。e＆・

　　　　1　　　　　　　　　　　　　感〉　　1 1

38’ 139。 140g

1
．

141。

93

8 9　　　　　　　　　　1G

　　　　　　　　鱗さ熔
』　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　　f　　　書。

』・：o o

o 頴
癬

o α　　　　　　　　　　　　　　o

．難毅聯聯
8　ぽ　　　　　　。。　　。

ポ◎尼8。 勉

　　　　09。　b　　　。
・
．
’

b
‘

♂。騨．㌔。　　お
　．88麟輪曜。
　　o　　o　o　　◎　。

d d欝．。ぎ
d』

。　　　　　　8

』壱
’
。
諭

　　　　　　　　　e　　G　　　　。　。。・8。　　6
1　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　1 、

139。 140g

o

．b

d

141。

’
f
。
。

　　じロ’
、
鴨

’

ポ6マ8。

　　つo

　びo。。

』e
・誰．・一

‘

O　　o一竃o卿1

十　　10・20

◇　　20・恥

・・ロロ日口日
1　　　　　　　　　　　7

930801000

鶉11－023弱

O．050，0

閥＝㈱

93

X

93

（2）

4 7 10 1

図Ⅱ－3－12　北海道南西沖地震の余震域周辺における地震活動（北海道大学理学部による）

　　（1）1993年8月1日から同年11月10日までに発生した地震の震央分布

　　（2）震央分布図におけるa～eの地震群をＸ－Ｘ’方向に投影した時空問分布

　　（3）空間領域を北東へ延ばし，期間を1993年1月から1994年1月までにひろげた時空間分布

　　震央分布図にみるように，狭義の余震域の南東にa，b，c，d，eで示す地震群の活動が，本

　　震後に発生した。そのうちaは，8月8日のいわゆる最大余震（Ｍ6.3）の余震群である。地

　　震活動は，このaからeへ，約100kmを80日で移動したようにみえる。最下段の時空間分布図

　　の地震群fは，本震の2日前，渡島半島東岸の八雲の南で発生した。
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図Ⅱ－3－13　北海道南西沖地震後の奥尻島内における浅発地震活動（北海道大学理学部による）

　　（1）1993年7月12日から1994年4月15日までに発生した地震の震央分布

　　（2）震央分布図の領域A，B，C内の地震を南北方向に投影した時空間分布

　　（3）南北方向の鉛直断面に投影した深さ分布

　　本震後奥尻島内で浅い地震活動が活発化した。震央分布図にみるように，その活動域を3つ

　　に分けることができる。活動は，全体として，時間とともに減少しているが，群発的な発生

　　も認められる。とくにB領域でその傾向が顕著であるが，1993年10月初めの活動以後静穏化

　　している。
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図Ⅱ－3－14　能代一五所川原間における日本海中部地震前後の上下変動（国土地理院による）

　　1983年日本海中部地震以前には岩崎村付近で隆起がみられたが，コサイスミックには沈降し

　　た。
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図Ⅱ－3－15　男鹿半島における日本海中部地震前後の上下変動（国土地理院による）

　　1983年日本海中部地震以前の隆起が，コサイスミックに沈降している。なお，この隆起は

　　1970年代初め頃から続いていたと考えられる。
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図Ⅱ－3－16　日本海中部地震前後の月平均潮位差（国土地理院による）

　　男鹿と深浦は，日本海中部地震の数年前から隆起していた。地震後，この隆起傾向は止まり，

　　1987年頃から沈降に転じている。データは，海岸昇降検知センター「潮位年報」による。
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図Ⅱ－3－17　 日本海中部地震前後の地殻変動（東北大学理学部による）

　　γmax；男鹿（OGA），仁別（NIB）における最大せん断歪。

　 TILT；男鹿（OGA），仁別（NIB）における傾斜の南北（NS），東西（EW）成分。

　 Prec；1日あたりの降雨量。

　 SEA LEVEL；鼠が関（NEZT）を基準にした深浦（FUKT）と男鹿（OGAT）の，24ヶ月の移

　　　　　　　動平均を施した，月平均潮位差。
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図Ⅱ－3－18　北海道南西沖地震前後の上下変動の分布（国土地理院による）

　　ほぼ全域が隆起しているが，その量は最大で3cm程度である。また，震源に近いところは

　　ほぼゼロであり，その背後の内陸部に隆起のピークが位置している。

一219一



ア　　　ア　　　アア　　ア　　　ア　　　おロ　　　ま　　お　　　　ヨ　　おヰ　　　ヨ　　　　　　おア　　　お　　　　　　　の　　　　　　　　　　ヨヨ　　　ヰ

ll”“1”1“！”lll”1剛』1”11mlll［”lll腿lil”i“1“mllll田照ll賦照u田IUl照照t照UtUtllmll煕“1“。“lllllllll“1“1“ll“1“1““ll照“““ll“““““t“1“ll“llll隅腿“lll““ll“1“照“隅ll柵“1“lil

o．『5

0．25

0．35

0．45

0．55

江差　　忍路

1．窓5

1．4．5

1．55

江差　　岩内

靹

腿

訓

測

醜

　江
↑謹

　起

1．65

t．75

　江
↑謹

　起

一〇．『o

O．00

Q．、o

O．20

0．30

江差　　吉岡

！

　江
↑養

　起

o．も5

0．15

O．25

0．35

0．45

江差　　　函館

　江
↑霞

　起

一1．㌦o

一1．30

一1．20

一1．10

一1．00

岩内　　忍路

　岩
↑霞

　起

』”瑠闘llll朋iIlrrll”1闘醐llI田ll川”lll”lm川llll田lli川II川川擁lll腫lm川lml旧Illlllllr旧lllIl醐i川IIl聾IIIIlll【rlll田1［1旧1旧1旧1［rllm川”川lrl川“lllll川1川旧lm聾1”IIl』rI”II川llllI旧1川1

図Ⅱ－3－19　北海道南西沖地震前後の月平均潮位差（国土地理院による）

　　震源にもっとも近い江差は，最近の約10年間，沈降を続けていた。

　　データは，海岸昇降検知センター「潮位年報」による。
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図Ⅱー3－20　北海道南西沖地震前後の日平均潮位差（国土地理院による）

　　潮位差のゆらぎがみられるが，コサイスミックな変化は認められない。これは，水準測量に

　　よる，変動が小さい，という結果と整合する。
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図Ⅱ－3－21　　GPS測量による北海道南西沖地震に伴う奥尻島の上下変動（国土地理院による）

　　奥尻島北部で30～40cm，南部青苗付近で80cm程度沈降している。奥尻島が南西に傾動しつつ沈降したことを示している。



1
卜o

卜Q

qQ
I

　　！！！，，

☆1

☆劣

！／・♂

　　　　　　　　　　　　　一蓉

　　　　　　　　　　　　　　ll

　　　　　‘ゾ♪一ノ筏∫蝋・

注1〉次のいずれかにより判定。現地調査は7月
　　　17～拍日に実施。

　　　①1975年撮影のカラー空中写真および1988

　　　　年撮影の白黒空中写真と，地震後の現地

　　　　の状況または地震後（7月14日）撮影さ

　　　　れたカラー空中写真との比較

　　　②奥尻町作成の観光パンフレットと，地震

　　　　後の現地の状況との比較

　　　③波食窪の高度

注2）防波堤等の海岸構造物の海面からの高さを

　　　計測し，設計上の高さと比較したもの。計
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図Ⅱ－3－33　北海道南西沖地震震源域のフリーエア重力異常図と地磁気全磁力異常図（海上保

　安庁水路部による）

　　フリーエア重力異常図では，南北方向に延びる重力の高異常帯と低異常帯とが北部と南部で

　　それぞれ東西に隣合っており，東西方向の圧縮場を推察させる。地磁気全磁力異常図からは，

　奥尻海嶺に沿って，波長15km程度，振幅200～300nTの異常が南北に列状に分布することが

　　読み取れる。また，奥尻島の北に，振幅400nTに達する大きな正異常がみられ，比較的新し

　　い火山活動に伴う異常である可能性がある。
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日本海側の地震の連動性と活動期

A活動期 B　静穏期 C　活動期

1953F196　）訓
　　　　　　　　劇

　　　　　　』

『
｛

NQO
㎝ D　静穏期 E　活動期

◎　　　M≧7．5

●　　75〉M≧70

●　　70〉M≧6，5

●　　6、5〉M≧6，0

0　　60〉M≧5．7

拙ogi（1985）に加筆

図Ⅱ－3－34　　日本海沿岸に発生したＭ5.7以上の浅い地震の震央分布（茂木，1994）

　　1939年以降，活動期と静穏期が交互に繰り返し，図のように，AからEの5つの期間に分けられる。



日本海側の地震

1
卜o

qo
o

M
81

7司

積

丹

毒
沖甲

●

活動期

鳥

取

活動期

新
潟 ●

日

本

海
中

部

鳥
取

活動期

？

能
登

　北
　海
●道

！970 ！980

南
西

沖

1940 950 1960 1990

図Ⅱ－3－35　日本海沿岸に発生したM5.7以上の浅い地震のＭ－Ｔ図（茂木，1994）

　　図中の破線は，前図に示された活動期Ａ，Ｃ，Ｅを示す。
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図Ⅱ－3－36　　南サハリンから東北地方に至る日本海側の地震の時空間分布（茂木，1994）

　　左の地図上に，北海道・東北の内陸をほぼ南北に切る直線が引かれているが，この直線の西側で発生した地震のう

　　ち，M5.0以上，深さ100km以内の地震が右図にプロットされている。図中の破線で囲まれた範囲は，北海道南西

　　沖地震前の静穏化領域を表す。
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